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発表概要発表概要

何故 学習指導要領解説か？• 何故、学習指導要領解説か？

ど よう 使う か• どのように使うのか？

• 開発スケジュール

8月翻訳→11月に公開→1月に研修モデル作り8月翻訳 11月に公開 1月に研修モデル作り

• 協力隊員と行う研修モデル作り• 協力隊員と行う研修モデル作り

モデル提案：マーシャル



必要性と過去 実績必要性と過去の実績

• 派遣現職教員の約半数が小学校隊員、その半
数が算数をその職務内容に含んでいる。数 算数をそ 職務内容 含 る。

• JICA：算数・数学を含むプロジェクト27カ国、
JOCV57カ国JOCV57カ国

• アーカイブスでのダウンロードが30位以内

利用大学 機関• 利用大学・機関

• 広島大学、鳴門教育大学、北海道教育大学、
文部科学省、国立教育政策研究所



日本の教育経験を生かすとは？日本の教育経験を生かすとは？

• よく聞く考え方：現場で考える。

• よくある誤解： 先方側の一般化。日本では・・・

• よくある誤りの起源：自分＝日本の代替。
– 算数の場合：

3 2は「3 2 分 VS ti (2回) 2 ti 3 (3を2回)3×2は「3の2つ分」VS２ times (2回), 2 times 3 (3を2回)

• 現職教員は日本で教育経験がある。

同時に現地枠組みで活躍することを迫られる• 同時に現地枠組みで活躍することを迫られる。
– 期待される力

・適切な日本の教育経験・日本の教育理解・適切な日本の教育経験・日本の教育理解

・伝える力（教養＋語学力）



学習指導要領翻訳の学習指導要領翻訳の

協力隊員による利用法協力隊員による利用法
―読まないものを読むことの大切さ！―

• 日英対訳：英語による表現法を学ぶリソース

翻訳：米国在住日本人研究者翻訳 米国在住 本人研究者

↓

バックトランスレーション・編集ｂｙ 礒田

• 日本の教育経験を語る際の根拠として

↓

研修の際の基礎資料（研修テキストではない）



日本の教育経験とは

算数科の場合―算数科の場合―
例えば：

• 計算ができる。

• 計算の意味がわかる• 計算の意味がわかる。

• 計算の仕方を考える。

⇒学習指導要領翻訳ファイルへ

⇒教科書ファイルへ⇒教科書ファイルへ



意味がわかる 仕方を考える できる意味がわかる、仕方を考える、できる



協力隊員との研修活動協力隊員との研修活動
モデル作り

• 太平洋／マーシャル諸島では算数科授業研究に
協力隊員が従事している。協力隊員が従事している。
１月１９日現地校調査
１月２０日ライロック小学校： 隊員との共同（準備1）

授業研究１by 礒田 授業研究2by現地教員 JOCV隊員授業研究１by 礒田、授業研究2by現地教員・JOCV隊員
モデル作りのための協議

1月２１日ラウラ小学校： 隊員との共同（準備2）
授業研究3b 礒田 授業研究4b 現地教員 JOCV隊員授業研究3by 礒田、授業研究4by現地教員・JOCV隊員
モデル作りのための協議

１月２２日マーシャル教育省主催教員研修
JOCV隊員と共同して「自ら学び自ら考える子どもを育てる算数
授業づくり―かけ算の場合―」ワークショップを実施


